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土砂吐の末端は激しい流れで河床の洗堀が起きる。コンクリート構造物の長さ 25ｍに対して、護床工は数十メートルに及ぶ。洗堀の程度はまちまちで、河床材料、

その年の洪水、傾斜、落差、流方向と複数の要因による。安定するまで二、三年かかることが多い。2019年 1月 21日 

  



カマ第一堰改修の要点。川幅約 300ⅿにクナール河の全水量が通過する。今回は河道 2に架橋して両岸からの本格的な工事。堰体のレベルを正確にとり、組織的に

行われているのが特徴だ。  
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カマ第一堰の堰体のうち砂州側は完成しており、取水口側の土砂吐完成を待っている。石張りは 90％前後を完了。今回の改修の焦点の一つが砂州との接合部。カマ

第二堰と基本的に構造は同じだが、更にゆるい傾斜で同部の流れを緩流化し、完璧を目指すもの。対岸（左岸）の護岸が完成。2019年 1月 21日  
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土砂吐作業部の全景。土砂吐は架橋して堰への交通路ともなる。土砂吐ができなければ堰体の石張りも完成しない。一週間後の送水をめざして全力。作業場所は大

きく、砂利溜め、護岸、水門改修と多岐にわたる作業は寸刻を惜しむ。2019年 1月 23日
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取水口上流部の護岸。同部約 400ⅿは軟弱地層で、しばしば激しい浸蝕が起きた。今回天端を 0.5～1.0ⅿかさ上げすると共に、巨礫で厚く掩蔽して万全を期した。
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石碑の塗りなおし。碑には 2008年７月とあるが、おそらく調査開始で、着工は 2008年 12月だった。ちょうど 10年後の改修である。2019年 1月 23日 

 

  

 


